
 

 

と      き：平成１９年９月２０日（木） 

と  こ  ろ：時公民館 

対 話 団 体：時夢工房（１６名） 

対話テーマ：地域づくりについて、大垣市との協働について 

 

   

 

【対話内容】 

 

【会員】 

時地区は、山に囲まれた地域です。顔を見れば、皆、分かる人ばかりです。 

時代の流れの中で、過疎化、高齢化が進展してきました。 

地域のことを思い、何とか現状を打破するため、思いを持った人が集まり、現在の

時夢工房に至っています。 

とにかく、皆が、時が少しでも良くなってくれればという熱意を持っています。 

市の職員の方も参加していただき、全面的に協力していただいており、大変ありが

たいです。 

３０～４０歳代が中心に組織されており、比較的若いです。 

小川市長さんには、まちづくりについていろいろとご指導いただきたい。 

 

【小川市長】 

上石津地域は、自然薯や山葵などの特産品はもとより、すばらしい自然環境のある

地域です。特に、水嶺湖は素晴らしい景観です。 

緑豊かな自然に囲まれると、すがすがしい気持ちになります。 

別荘地のような雰囲気もありますので、豊かな自然を是非生かしたまちづくりをし

てもらいたい。 

市内外から多くの方に訪れてもらえるような地域になると良いと思います。 

時地区の発展を考えると、定住人口の増加が必要だと思います。そのためには、働

く場所が必要なので、企業誘致が一番ではないかと思います。 



企業誘致や開発でふるさととしての魅力が薄れてもいけません。 

地域の皆さんのご意見をいただきながら取り組んでいきたいと思います。 

旧大垣市にある各種青年団体も多くの市職員が会員となっています。 

行政のノウハウを団体に伝えるだけでなく、お互いに協力、連携し合い、青年団体

の皆さんには、市のさまざまな事業に協力してもらっています。 

青年団体と市がパートナーとして上手く機能していると思います。 

 

【会員】 

最初は、資金的に苦労したが、岐阜県や大垣市の支援を受けながらやってきました。 

なかなか、一石二鳥で過疎化を止めることはできません。 

まずは、交流人口を増やすことが大切ではないかと思います。 

雇用の場が無いことは、若者にとっては切実な悩みです。 

上石津の豊かな自然環境を壊さない、企業誘致ができると理想です。 

温泉の活用も何とかしたいと思っています。 

温泉の活用は、時地区の悲願となっています。 

 

【小川市長】 

温泉の活用で取り組んでいる足湯は気持ちいいですね。 

何か他の施設とリンクし、点だけではなく、点と点を結んで線になるとよいですね。 

 

【会員】 

上石津は、飛び地となって離れていますが、交流をどのように考えていますか。 

スポーツ施設の利用料が高かったり、ナイター施設が無いなど、使いたいときに使

えないことも多いです。 

高齢者向けのスポーツ施設も不足していると思います。 

スポーツ施設の整備についてはどのように考えていますか。 

 

【小川市長】 

東海環状自動車道が完成すれば、地理的メリットが高まり、企業誘致が進めば産業

交流が促進されると思います。 

旧大垣市内においても、スポーツ施設の需要は非常に高く、取り合いになっており、

使いたい時に使えないという不満はあります。 

施設整備については、全体の中で検討していきたいと思います。 

 

 

【会員】 

子ども達と市長さんとの交流の場があると良いのではないでしょうか。 

市長さんの顔を知らない子ども達もいると思います。 

子ども達の素朴で素直な意見は、より良いまちづくりにきっと役立つと思います。 

子ども達の視線は、大人とは全く違います。 

 

 



【小川市長】 

ＰＴＡの皆さんとは交流し、お話をしています。 

子ども達とは確かに無いので、一度、実施してみるとよいので検討してみます。 

小学生ではなかなか意見が出てこないと思います。中学生だと良いかもしれません。 

 

【会員】 

現在、時小学校は、６０人程度の児童数になっています。 

人数が一桁の学年もあります。 

学校統合など、今後の先行きが不安です。 

地域に学校があるか無いかは非常に大きいので、是非残して欲しいです。 

 

【小川市長】 

私は、ベビーブームなので、その頃の旧大垣市内では、２０００人規模の学校もあ

るくらいで、それが普通だと思っていました。 

確かに、小学校は、集落に１つというのが基本ではありますね。 

少人数の学校、クラスは、指導が良く行き届くとは思います。 

 

【会員】 

昔に比べれば、橋ができたり、トンネルが抜けたり整備が進み、迂回する必要がな

くなり、非常に便利になりました。 

上石津の発展には、今後も、交通の便は大きな要素になると思います。 

三重県や滋賀県との交流も促進してもらいたいです。 

旧大垣市内の方で、「上石津に初めて来た」、「素晴らしいところですね」と言われ

る方もいました。 

今後とも、旧大垣市の方との交流が進むとよいと思います。 

 

【小川市長】 

上石津町と合併して、三重県、滋賀県との接点ができたので、これを生かして、交

流を促進していきたいと思います。 

 

【会員】 

受け入れ態勢などの課題もあるかもしれませんが、山村留学などで、時小学校に旧

大垣市内の子ども達に来てもらいたいです。 

欲を言えば、家族で来てもらって、定着してもらえるとうれしいです。 

田舎の学校に山村留学をして登校拒否が直ったとの話も聞きます。 

 

【小川市長】 

小学校の交流ができるとよいですね。 

荒崎や綾里の近い小学校が良いかもしれませんね。 

時小学校の子どもにソフトピアジャパンを見てもらうのも良いかもしれません。 

 

【会員】 



時地区は、信号が１つも無いくらい田舎なのが１つの自慢です。 

教育上は、１つぐらい信号があっても良いかもしれませんが・・・。 

地域資源をいかしたまちづくりをお願いしたいです。 

今年は、雨不足で川の水が少なくなっており、河原が荒れていますので、河原の整

備もしてもらいたいです。 

 

【小川市長】 

水嶺湖は、週末はそれなりに人が来ていると思いますが、平日は少ないでしょうね。 

 

【会員】 

子どもが保育園に入りました。小学校より更に子どもの数が少ないように思います。 

市長さんには、是非、時地区に別荘を建てて住んで欲しいです。 

 

【小川市長】 

別荘は、今は無理ですね。休みもなかなか無く、休日等に来ることもままならりま

せん。将来的には、別荘を建てても良いとは思います。 

 

【会員】 

是非、地域と共生できる企業の誘致をお願いしたいです。 

時地区は、地域の皆さんが協力し合っており、子ども達の成長にも非常に良いまち

づくりがなされています。 

時地区も昔は、商店街がありましたが、今は、少なくなってしまいました。 

商店のメンバーで集まって、時地区を良くする活動を始めています。 

 

【小川市長】 

商店街の衰退は、中心市街地も同じであり、商店主の皆さんは、苦労しながら頑張

っておられる。 

まちづくりには、そこに住んでいる皆さんのご理解ご協力が不可欠であり、よろし

くお願いしたい。 

 

【会員】 

時山部落は、高齢者ばかりになってしまい、行事等の実施にも苦労をしています。 

やはり、働くところが無いので、皆、出て行ってしまったということだと思います。 

働く場所が、３０分程度の距離であれば、良いとは思います。 

時地区は、リゾートとまではいきませんが、ゆっくりでき、癒されると思います。 

温泉を活用し、高齢者は温泉で、子ども達は温水プールというようなことができれ

ばよいですね。 

 

【小川市長】 

空き家をもっと売りに出してはどうでしょうか。 

ゴルフ場もありますし、需要はあるとは思います。 

団塊世代の退職や、高齢社会が進展すれば、田舎で暮らしたいと思う人が増えるか



もしれませんね。 


